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県
内
各
地
で

甚
大
な
被
害

甚
大
な
被
害

台
風
第
10
号
︑沿
岸
を
中
心
に
記
録
的
な
暴
風
雨

 

記
録
的
な
暴
風
雨

　
昭
和
26
年
の
統
計
開
始
以
来
、
東
北
地
方

に
初
め
て
太
平
洋
側
か
ら
上
陸
し
た
台
風
第

10
号
は
、
平
成
28
年
８
月
30
日
に
本
県
を
通

過
し
、
猛
烈
な
大
雨
、
強
風
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
総
雨
量
は
３
０
０
㍉
に
達
し
、
最
大

瞬
間
風
速
は
、
宮
古
市
で
37
・
７
㍍
、
遠
野

市
で
31
・
１
㍍
を
観
測
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
収
穫
間
近
の
水
稲
と
大
豆

　
こ
の
た
び
の
台
風
第
10
号
に
よ

り
被
害
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
農
家

の
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
現
在
、
損

害
評
価
を
進
め
て
お
り
、
共
済
金

の
早
期
支
払
い
に
向
け
て
全
力
で

努
め
て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
安
全
と
ご
健
康
を
願

い
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

役
職
員
一
同

河川の氾濫により水田（写真奥）が土砂に埋め尽くされた小本川流域（岩泉町）

土砂が流入した水田（宮古市）強風により折れたリンゴ（軽米町）倒伏した大豆（遠野市）
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は
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
土
砂
流
入
や
冠
水
、

強
風
に
よ
る
倒
伏
、
リ
ン
ゴ
は
強
風
に
よ
る

倒
木
や
果
実
の
損
傷
・
落
果
、
ホ
ッ
プ
は
棚

の
倒
壊
な
ど
が
あ
り
、
園
芸
施
設
も
強
風
や

土
砂
流
入
な
ど
に
よ
る
倒
壊
が
多
発
し
、
建

物
へ
の
浸
水
や
土
砂
に
よ
る
損
壊
、
強
風
に

よ
る
屋
根
の
損
害
、
格
納
中
の
農
機
具
も
土

砂
流
入
な
ど
に
よ
り
埋
没
す
る
な
ど
の
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

事
故
の
報
告
、ご
相
談
は

お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
現
在
、
損
害
評
価
を
行
っ

て
、
共
済
金
の
早
期
支
払
い
へ
向
け
て
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
台
風
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
で
、
共
済
事
故

の
報
告
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
必
ず
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
４
・
５
ペ
ー
ジ
で
は
、
園
芸
施
設
共
済
、

建
物
共
済
、
農
機
具
共
済
に
ご
加
入
の
皆
さ

ま
の
う
ち
で
、
台
風
第
10
号
の
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
に
対
す
る
、
手
続
き
等
の
期
間
の
延

長
措
置
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
皆
さ
ま
か
ら
の
お
問
い
合
わ

せ
に
つ
い
て
も
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で

承
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

被害見込
水稲共済 218.1㌶
大豆共済 79.7㌶
ホップ共済 58.0㌶
そば共済 21.3㌶
りんご共済 71.4㌶
園芸施設共済 149棟

家畜共済 肉用牛6頭が溺死等
（葛巻町、岩泉町）

※建物、農機具共済については現在も調査、損害評価中です。
（9月15日時点）

台
風
第
10
号
に
伴
う

県
内
の
被
害

流木などで押しつぶされたパイプハウス（宮古市）

倒壊したホップ棚（遠野市）
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台
風
第
₁₀
号
に
よ
り
被
災
さ
れ
︑園
芸
施
設
共
済・建
物
共
済・

農
機
具
共
済
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
︑手
続
き
等
に
つ
い

て
期
間
の
延
長
措
置
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒対
象
と
な
る
市
町
村

は
︑災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
と
な
り
ま
す
︒

　
延
長
措
置
の
適
用
に
つ
い
て
は
︑申
し
出
が
必
要
で
す
︒該
当
市

町
村
に
お
住
ま
い
の
方
は
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
︑適
用
を
申
請

す
る
場
合
は
︑お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒

盛岡市、宮古市、久慈市、遠野市、
釡石市、大槌町、岩泉町、田野畑村、
普代村、軽米町、野田村、一戸町

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
が
対
象

手
続
き
等
の
期
間
を
延
長

災害救助法が
適用された市町村
災害救助法が

八幡平市

西和賀町

金ケ崎町

大船渡市

陸前高田市

滝沢市

雫石町

矢巾町
紫波町

岩泉町

宮古市

山田町

大槌町
遠野市

花巻市

北上市

奥州市

平泉町
一関市

住田町

釡石市

盛岡市

岩手町

一戸町

二戸市

軽米町

九戸村

洋野町

野田村

普代村

田野畑村

久慈市

葛巻町
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■
損
害
の
通
知
義
務
期
間
の
延
長

　
損
害
を
受
け
た
園
芸
施
設

共
済
加
入
者
の
う
ち
「
撤
去

費
用
」
又
は
「
復
旧
費
用
」

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
、
事
故
発
生
日

か
ら
１
年
以
内
に
撤
去
又
は
復
旧（
再
建
）

が
困
難
な
場
合
、
損
害
の
通
知
（
請
求
）

期
間
を
延
長
で
き
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
延
長
措
置
に
関
わ
ら
ず
、
撤
去
又
は
復

旧
が
完
了
し
た
時
点
で
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❶
継
続
加
入
申
込
期
限
の
延
長

　
被
災
さ
れ
た
建
物
共
済
や

農
機
具
共
済
に
加
入
さ
れ
、

継
続
加
入
申
込
期
限
ま
で
に

手
続
き
が
困
難
な
方
は
、
申
込
期
限
を
延

長
で
き
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
対
象
と
な
る
の
は
、
共
済

責
任
期
間
の
満
了
日
が
平
成
28
年
８
月
30

日
～
平
成
29
年
２
月
28
日
の
間
に
あ
る
契

約
と
な
り
ま
す
。

　
延
長
措
置
に
関
わ
ら
ず
、
継
続
加
入
の

手
続
き
が
可
能
と
な
っ
た
時
点
で
、
申
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

❷
共
済
掛
金
等
の

　払
込
期
限
等
の
延
長

　
被
災
さ
れ
た
建
物
共
済
や

農
機
具
共
済
に
加
入
さ
れ
、

払
込
期
限
ま
で
の
払
込
が
困

難
な
方
は
、
払
込
期
限
を
延
長
で
き
ま
す

の
で
、ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

対
象
と
な
る
の
は
、
共
済
掛
金
等
の
払
込

期
限
が
平
成
28
年
８
月
30
日
～
平
成
29
年

２
月
28
日
の
間
に
あ
る
契
約
と
な
り
ま
す
。

　
延
長
措
置
に
関
わ
ら
ず
、
払
込
の
手
続

き
が
可
能
と
な
っ
た
時
点
で
払
込
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
復
旧
義
務
の
履
行
期
間
の
延
長

　
損
害
を
受
け
た
農
機
具
共

済
加
入
農
機
具
の
加
入
者
又

は
所
有
者
の
う
ち
、
事
故
発

生
日
か
ら
１
年
以
内
に
復
旧
（
新
規
購
入

又
は
修
理
）
が
困
難
な
場
合
、
復
旧
期
間

を
延
長
で
き
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
延
長
措
置
に
関
わ
ら
ず
、
復
旧
が
完
了

し
た
時
点
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

内 容

内 容

内 容

内 容

適
用
に
は
申
し
出
が
必
要
で
す

園
芸
施
設
共
済

1

建
物
共
済
及
び
農
機
具
共
済

2

農
機
具
共
済

3

延
長
後
の
通
知
期
間

事
故
発
生
日
か
ら

平
成
31
年
8
月
29
日
ま
で

延
長
後
の
継
続
加
入
申
込
期
限

平
成
29
年
3
月
1
日
ま
で

延
長
後
の
共
済
掛
金
等
の
払
込
期
限

平
成
29
年
3
月
1
日
ま
で

延
長
後
の
通
知
期
間

事
故
発
生
日
か
ら

平
成
32
年
8
月
29
日
ま
で

延
長
前
の
通
知
期
間

事
故
発
生
日
か
ら

平
成
29
年
8
月
29
日
ま
で

延長期間

延
長
前
の
継
続
加
入
申
込
期
限

継
続
前
の
共
済
責
任
期
間
満
了
の
日
ま
で

延長期限

延
長
前
の
共
済
掛
金
等
の
払
込
期
限

継
続
前
の
共
済
責
任
期
間
満
了
の
日
ま
で

延長期限

延
長
前
の
通
知
期
間

事
故
発
生
日
か
ら

平
成
29
年
8
月
29
日
ま
で

延長期間
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盛
岡
地
域
セ
ン
タ
ー

北
岩
手
家
畜
診
療
所

盛岡地域センター 中部地域センター 磐井地域センター

胆江地域センター 北部地域センター

宮古地域センター

東南部地域センター

牛のストレスって？

TEL：

TEL： TEL：

TEL：
TEL：

TEL：

TEL：TEL：

TEL：TEL：

尾お

形が
た

　
透と

お
る 

獣
医
師 

　
近
年
、
牛
の
ス
ト
レ
ス
が
様
々

な
と
こ
ろ
で
話
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
牛
の
ス
ト
レ
ス
は
生
産
性
の

低
下
を
招
く
の
で
、
こ
れ
が
一
番

の
悩
み
と
な
っ
て
い
る
畜
産
農
家

さ
ん
も
多
い
で
す
。
生
産
性
へ
の

影
響
だ
け
で
は
な
く
、
最
近
重
要

視
さ
れ
て
い
る
動
物
福
祉
と
い
う

観
点
で
も
重
要
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

 

牛
の
ス
ト
レ
ス
と
は
？

　
私
た
ち
人
間
が
日
々
感
じ
る
ス

ト
レ
ス
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

牛
の
感
じ
る
ス
ト
レ
ス
も
同
様
に

様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
主
な
ス
ト
レ
ス
の
要
因
を
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■ 

気
温
、
湿
度

　
暑
さ
、寒
さ
、湿
気
は
牛
に
と
っ

て
最
も
一
般
的
な
ス
ト
レ
ス
で

す
。
乳
牛
は
特
に
暑
さ
に
弱
く
、

牛
舎
内
の
気
温
が
22
度
を
超
え
る

と
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
ま
す
。
冬
の

寒
さ
は
子
牛
に
と
っ
て
大
き
な
問

題
に
な
り
、
哺
乳
期
の
子
牛
は
気

温
が
13
度
以
下
に
な
る
と
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

■ 

痛
み

　
体
の
痛
み
は
大
き
な
ス
ト
レ
ス

と
な
り
ま
す
。
多
く
の
牛
が
抱
え

て
い
る
問
題
と
し
て
、
肢あ

し

や
蹄ひ
づ
め
の

痛
み
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
削
蹄

を
適
切
な
間
隔
で
し
て
い
な
い
、

牛
床
が
硬
い
、
配
合
飼
料
の
与
え

過
ぎ
な
ど
様
々
な
原
因
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
去
勢
や
除
角
、
鼻
環

の
装
着
な
ど
も
痛
み
を
伴
う
の

で
、
処
置
を
行
う
と
き
は
な
る
べ

く
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
よ
う
配

慮
が
必
要
で
す
。

■ 

環
境
の
変
化

　
牛
は
生
き
て
い
く
中
で
様
々
な

環
境
の
変
化
を
経
験
し
ま
す
。
売

買
に
よ
る
飼
養
農
家
の
変
更
、
離

乳
、
群
飼
い
編
成
へ
の
変
更
な
ど

が
代
表
的
な
も
の
で
す
が
、
こ
の

よ
う
な
変
化
が
あ
る
と
、
た
っ
た

数
日
で
も
体
調
を
崩
し
て
し
ま
う

牛
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
の
影
響

　
ス
ト
レ
ス
は
免
疫
力
の
低
下
に

よ
る
病
気
の
発
症
や
食
欲
の
低
下

に
よ
る
生
産
性
の
低
下
、
無
発
情
、

受
胎
率
の
低
下
な
ど
を
引
き
お
こ

し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ス
ト
レ
ス
は
少

し
環
境
を
整
え
る
だ
け
で
も
軽
減

で
き
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

　
牛
の
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
詳
し
く

知
り
た
い
方
は
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
獣
医
師
ま
で
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
牛
に
と
っ
て
よ
り
良

い
環
境
を
一
緒
に
作
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
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　「
地
元
食
材
の
お
い
し
さ
を
伝
え

た
い
で
す
」
と
話
す
の
は
、
田
野
畑

村
の
道
の
駅「
産
直
プ
ラ
ザ
思し

い
の惟
大お
お

橋は
し

」
で
地
元
食
材
を
使
用
し
た
豆
腐

田
楽
や
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
を
販
売
す

る「
田
野
畑
レ
デ
ィ
ー
ス
虹
の
橋
」

の
牧
原
京
子
代
表
で
す
。

　
今
年
３
月
か
ら
販
売
し
て
い
る

「
七に

色じ

ま
ん
」
は
、
メ
ン
バ
ー
４
人

で
考
案
し
、
七
色
の
食
材
で
虹
を
表

現
。「
素
材
の
味
が
し
て
、
お
い
し

い
」
と
訪
れ
る
観
光
客
な
ど
か
ら
評

判
で
す
。

試
行
錯
誤
の「
七
色
」

　
七
色
ま
ん
は
、

同
メ
ン
バ
ー
が
生

産
す
る
野
菜
を
持

ち
寄
る
な
ど
、
全

て
地
元
産
の
食
材

を
使
用
。
生
地
に
、

ヤ
マ
ブ
ド
ウ（
紫

色
）、カ
ボ
チ
ャ（
黄

色
）、
ホ
ウ
レ
ン
ソ

﹁
噛
む
と
野
菜
本
来
の
味
を

感
じ
ら
れ
ま
す
﹂と
牧
原
代
表

（
中
央・左
） 地

元
素
材
で
七
色
の
ま
ん
じ
ゅ
う

着
色
料
不
使
用
︑中
も

彩
り
豊
か
な﹁
七
色
ま
ん
﹂

（
税
込
７
０
０
円
）

ウ（
緑
色
）、
牛
乳（
白
色
）、
ト
マ
ト

（
橙
色
）、
み
そ（
茶
色
）、
赤
大
根（
桃

色
）
を
練
り
込
ん
で
七
色
を
表
現
し

て
い
ま
す
。
店
名
か
ら「
七
色
ま
ん
」

と
命
名
し
ま
し
た
。

　「
見
た
目
や
食
感
、舌
触
り
を
損
ね

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
た
」
と

牧
原
代
表
。
メ
ン
バ
ー
皆
で
七
色
の

食
材
を
試
行
錯
誤
し
て
選
ん
だ
と
の

こ
と
で「
特
に
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
繊

維
が
あ
り
、
柔
ら
か
く
作
る
の
が
難

し
か
っ
た
」
と
も
話
し
て
い
ま
す
。

　
色
の
違
い
だ
け
で
な
く
、
生
地
に

あ
わ
せ
て
、
梅
や
栗
、
カ
ボ
チ
ャ
な

ど
餡あ

ん

の
味
を
変
え
て
い
ま
す
。

　
味
の
変
化
も
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、購
入
者
か
ら
は「
か
わ
い
い
」「
生

地
が
も
ち
も
ち
し
て
い
て
、
お
い
し

い
」
な
ど
と
好
評
で
す
。

仲
間
と
と
も
に

　「
お
客
さ
ん
に
は
蒸
か
し
た
て
の
あ

つ
あ
つ
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す

が
、
休
憩
中
で
長
居
で
き
な
い
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」
と
牧
原
代
表
。

今
後
は
、
持
ち
帰
り
用
で
も
蒸
か
し

た
て
の
食
感
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
工
夫
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

話
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
店
を
や
め
よ
う
と
思
っ
た

時
も
あ
っ
た
と
い
う
牧
原
代
表
で
す

が
、「
震
災
や
台
風
10
号
の
時
な
ど
、

多
く
の
方
が
立
ち
寄
り
、
非
常
時
で

も
い
こ
い
の
場
と
な
れ
る
場
所
が
必

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
が

４
人
と
少
な
い
で
す
が
、
み
ん
な
で

協
力
し
て
、
で
き
る
限
り
た
く
さ
ん

商
品
を
提
供
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
、
今
後
も
地
元
素
材
を
生
か
し
た

商
品
を
販
売
し
て
い
き
ま
す
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
＝「
田
野
畑
レ
デ
ィ
ー
ス

虹
の
橋
」（
℡
０
１
９
４・３
４・２
８
６
０
）

いちばん星輝く岩 手 の 農 業 人

牧
ま き

原
は ら

京
きょ う

子
こ

さん

田野畑レディース虹の橋・代表　

定　休　日：年末年始（1週間）
営業時間：7時半～17時半（4月～10月）
　　　　　8時～17時（11月～３月）
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花
巻
一
の
良
質
な
お
米
へ

石
鳥
谷
町
２
ヵ
所
目
の
穀
類
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設

旬

州
市
江
刺
区
田
原
の
農
事
組

合
法
人
原は

ら

体た
い

フ
ァ
ー
ム（
小

野
寺
実
組
合
長
）
が
販
売
す
る
果
汁

１
０
０
%
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ュ
ー

ス
が
好
評
で
す
。

　
添
加
物
不
使
用
、
無
農
薬
で
育
て

た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
一
粒
一
粒
を
手
で
摘

み
、
惜
し
み
な
く
使
っ
て
５
０
０
㍉

㍑
の
ジ
ュ
ー
ス
に
加
工
し
て
い
ま
す
。

「
１
０
０
%
で
な
い
と
ジ
ュ
ー
ス
と
は
言

え
な
い
」と
同
法
人
の
菊
地
利
男
理
事
。

　
平
成
22
年
か
ら
始
め
た
こ
の
取
り

組
み
。
以
前
か
ら
53
㌃
の
ほ
場
で
生

食
用
と
し
て
栽
培
し
て
い
た
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
の
一
部
を
ジ
ュ
ー
ス
用
に
加
工

を
始
め
、今
年
は
９
０
０
本
を
ジ
ュ
ー

ス
と
し
て
販
売
し
て
お
り
、現
在
は
同

市
江
刺
区
愛お

だ
き宕

の「
江
刺
ふ
る
さ
と
市

場
」
で
購
入
で
き
ま
す
。
地
元
ホ
テ
ル

で
行
な
わ
れ
る
地
場
産
品
の
企
画
へ

の
参
加
や
、保
育
園
児
た
ち
の
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
摘
み
取
り
体
験
な
ど
も
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。

　
菊
地
理
事
は「
日
照
が
続
く
と
水

分
が
飛
ん
で
し
ま
う
の
で
保
湿
対
策

が
必
要
で
す
。
ま
た
雨
の
日
は
摘
め
な

い
の
で
す
が
、収
穫
時
期
が
梅
雨
に
重

な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
気
を
使
い
ま

す
」
と
安
全
・
安
心
で
良
い
も
の
を
提

供
す
る
こ
と
に
一
生
懸
命
で
す
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
＝
農
事
組
合
法
人「
原

体
フ
ァ
ー
ム 

」（
℡
&
℻
0
1
9
7
・

３
５・8
8
8
5
）

大
地
か
ら
の
贈
り
物

無
農
薬・無
添
加
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ュ
ー
ス

奥

だ よ り結 い の 大 地

中部地域
センター

【花巻市】

巻
市
石
鳥
谷
町
の
農
事
組
合

法
人
石
鳥
谷
広
域
カ
ン
ト

リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
利
用
組
合（
福

島
静
夫
代
表
理
事
）
が
自
主
運
営
す

る「
石
鳥
谷
西
部
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
」
が
、
先
ご
ろ
完
成
し
ま

し
た
。

　
石
鳥
谷
町
で
は
２
カ
所
目
と
な

る
穀
類
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
で
、
貯

蔵
サ
イ
ロ
10
基
を
備
え
て
お
り
、
９

月
下
旬
か
ら
稼
働
し
て
い
ま
す
。
石

鳥
谷
地
域
の
水
稲
４
５
０
㌶
、
小

麦
２
４
０
㌶
を
対
象
と
し
、
乾
籾

３
０
３
８
㌧
、
小
麦
７
２
０
㌧
を
最

新
鋭
の
設
備
で
処
理
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

　
福
島
代
表
理
事
は「
組
合
員
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
花
巻
一
の
良

質
米
づ
く
り
に
邁ま

い
し
ん進

し
て
い
き
た

い
。
今
後
は
町
内
だ
け
で
な
く
町
外

の
方
の
利
用
も
検
討
し
て
お
り
、
よ

り
一
層
の
利
用
率
向
上
を
目
指
し
て

行
き
ま
す
」
と
意
気
込
み
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
県
内
の
農
家
組
合
、
各
種

団
体
等
か
ら
施
設
見
学
の
問
い
合
わ

せ
が
き
て
い
ま
す
。
研
修
視
察
等
の

問
い
合
わ
せ
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
＝「
石
鳥
谷
西
部

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」

（
℡
０
８
０
０
・
８
０
０
・
５
４
７
５
）最新の処理設備が導入されています

利用者により搬入された原料は
品質チェックを行い受付盤で受
付を行います

胆江地域
センター

【奥州市】

無農薬・無添加のブルーベリージュース
（※常温保存可）

「作ることで地域との
繋がりもできます」と
菊地理事

花
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こ
の
地
元
な
ら
で
は
の
食

材
を
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し

た
久
慈
市
山
形
町
の「
里
山
カ
フ
ェ

Ｃこ

こ

の

ｏ
ｃ
ｏ
ｎ
ｏ
」（
清
水
京
子
代
表
）
で

は
、
地
場
産
そ
ば
粉
１
０
０
％
を
使

用
し
た「
そ
ば
ガ
レ
ッ
ト
」
が
好
評

で
す
。

　
同
店
は
、
同
町
道
の
駅「
白
樺
の

里
や
ま
が
た
」
に
隣
接
す
る
空
き
店

舗
を
活
用
し
、
今
年
６
月
に
オ
ー
プ

ン
。
そ
ば
ガ
レ
ッ
ト
に
は
同
町
・
日ひ

野の

沢さ
わ

集し
ゅ
う
ら
く落
舘た
て

石い
し

会か
い

が
生
産
す
る
そ

ば
粉
を
使
用
す
る
な
ど
、
地
元
食
材

を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
が
豊
富
で
す
。

　
ガ
レ
ッ
ト
と
は
、
ク
レ
ー
プ
の
基

に
な
っ
た
食
べ
物
で
卵
や
ベ
ー
コ

ン
、
チ
ー
ズ
、
野
菜
な
ど
が
の
っ
た

フ
ラ
ン
ス
の
郷
土
料
理
。
清
水
さ
ん

の
作
る
ガ
レ
ッ
ト
は
、
郷
土
料
理
の

「
か
っ
け
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
厚
め

の
生
地
で
作
っ
て
い
て
、
馴
染
み
の

あ
る
そ
ば
の
味
や
食
感
を
新
感
覚
で

楽
し
め
る
と
人
気
で
す
。

　
営
業
日
は
、
祝
日
を
除
く
毎
週
月

曜
日
、
火
曜
日
。「
今
後
は
営
業
日
を

増
や
し
て
い
け
た
ら
良
い
で
す
ね
。

皆
さ
ん
に
地
域
の
交
流
場
と
し
て
活

用
し
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
＝「
里
山
カ
フ
ェ
Ｃｏ
ｃ

ｏ
ｎ
ｏ
」 （
℡
０
１
９
４・７
２・３
３
２
１
）

野
市
内
に
あ
る「
ウ
ェ
イ
ブ

パ
ン
工
房
」
で
は
、地
産
地
消

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
地
元
産
の

ホ
ッ
プ
を
酵
母
と
し
て
使
用
し
た
パ

ン
を
昨
年
か
ら
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
同
商
品
は
、
遠
野
市
が
ホ
ッ
プ
の

名
産
地
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
開

発
さ
れ
た
も
の
で
、
も
っ
ち
り
と
し

た
食
感
を
楽
し
め
る
の
が
特
徴
で

す
。
現
在
は「
ハ
ニ
ー
ブ
レ
ッ
ド
」

と「
豆
乳
ブ
レ
ッ
ド
」
の
２
種
類
を

販
売
し
て
い
ま
す
。
　

　
店
長
の
金か

ね
は
ま濱
宏こ
う
き喜
さ
ん（
49
）
は

「
酵
母
作
り
に
は
か
な
り
苦
労
し
ま
し

た
。
生
地
が
膨
ら
ま
な
い
な
ど
失
敗

の
連
続
で
、
試
行
錯
誤
の
毎
日
で
し

た
」
と
開
発
当
初
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
店
内
に
は
、
80
種
類
以
上
の
パ
ン

が
並
び
、
購
入
し
た
パ
ン
は
飲
食
ス

ペ
ー
ス
で
味
わ
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。
休
日
に
は
、
市
外
か
ら
も
お
客

さ
ん
が
訪
れ
る
な
ど
好
評
で
す
。

　
同
店
を
訪
れ
て
い
た
女
性
客
は

「
と
て
も
美
味
し
い
の
で
、
よ
く
買
い

に
来
ま
す
。
パ
ン
の
種
類
の
多
さ
も

魅
力
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
金
濱
さ
ん
は「
こ
れ
か
ら
も
地
元

産
食
材
を
使
っ
た
商
品
を
開
発
し
、

地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
＝「
ウ
ェ
イ
ブ
パ
ン
工

房
」 （
℡
０
１
９
８・６
８・３
３
２
３
）

パン
作
り
で
地
産
地
消

ホ
ッ
プ
の
産
地
で
新
た
な
魅
力
を
発
信

地
元
食
材
の
魅
力
発
信

そ
ば
ガ
レ
ッ
ト
が
好
評

東南部地域
センター

「
こ

北部地域
センター

【久慈市】

【遠野市】

代
表
の
清
水
京
子
さ
ん（
右
）と
娘
の
美
花
さ
ん（
左
）

「そばガレット」６５０円(税込)

年中無休（元日を除く）
営業時間９時～１９時

遠野産ホップを酵母に使用している
２種類のパン

地場産クルミと蜂蜜を使用
した「くるみるく」もおすすめ

遠
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評価額
20万円

評価額
30万円

評価額
30万円

評価額
40万円

❶ 子牛が生まれたとき
❷ 牛を譲渡（売却）・導入したとき
❸ 育成牛が生後6か月に達したとき
❹ 病気やけがをしたとき
❺ 家畜が死亡した、または廃用にするとき

❻ 去勢や重大な手術を受けるとき
❼ 放牧するとき
❽ 飼う場所を変更するとき
❾ 共進会に出品するとき
❿ 行方不明になったとき

牛の異動報告を
お願いします！

畜産農家の皆さまへ

　家畜共済では、家畜の異動（売買した、子牛が生まれたなど）がただちにお支払いする共済金の付保（補償）割合
に影響するため、家畜共済にご加入の皆さまは、飼養する家畜が異動したときは異動記録簿を作成し、異動の内容
を速やかにお近くのＮＯＳＡＩ地域センターへお知らせください。

　このように、異動の報告がなかった場合、お支払いする共済金が減額されたり、お支払い自体ができなくなる場合
もありますので必ずご報告ください。また、異動月日は家畜改良センター（牛個体識別情報）へ届け出る日と同じ日を
ご報告されるようお願いします。
※家畜共済にご加入の豚や馬についても同様に異動報告をお願いします。

導入の報告がないD牛の事故に対する共
済金はお支払いできません。

支払共済金　0円
異動（導入）を報告しないと…

報告しないとどうなるの？

どんなとき報告するの？

＋ ＋ ＋

＝

途中で30万円のD牛を導入
（共済価額が90⇒120万円に）

A牛 B牛

D牛

C牛

付保（補償）割合
50％

共済価額 90万円

共済金額45万円

その後
D牛が
死亡

共済金の
支払額

事故家畜の
評価額

共済金額
（付保割合）＝ × 共済価額

30万円 × 37.5% ＝11.25万円

異動（導入）を報告すると…

共済価額120万円
共済金額45万円付保割合 37.5%＝

支払共済金
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第２6回ＮＯＳＡＩ岩手 書写コンクール

　
今
年
で
26
回
目
と
な
る
当
組
合

主
催
の
書
写
コ
ン
ク
ー
ル︵
後
援
＝

岩
手
県
、岩
手
県
議
会
、岩
手
県
教

育
委
員
会
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
、農
林

漁
業
信
用
基
金
︶が
先
ご
ろ
開
催
さ

れ
、審
査
委
員
の
審
査
に
よ
り
、入

賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
︒

　
今
年
の
部
門
別
課
題
は
、
小
学

校
１
・
２
年
生
の
部
が
「
い
わ
」、

小
学
校
３
・
４
年
生
の
部
が
「
花

木
」、
小
学
校
５
・
６
年
生
の
部
が

「
新
芽
」、
中
学
校
・
半
紙
の
部
が

「
自
然
環
境
」、
中
学
校
・
条
幅
の

部
が
「
無
限
の
可
能
性
」
で
し
た
。

　
今
年
は
県
内
の
小
学
校
２
０
１

校
、
中
学
校
83
校
か
ら
、
合
計

２
９
３
５
点
も
の
力
作
が
寄
せ
ら

れ
、
岩
手
大
学
人
文
社
会
科
学
部

教
授
・
玉
澤
岑し

ん

砦さ
い

先
生
ほ
か
、
審

査
委
員
の
審
査
に
よ
り
入
賞
作
品

２
２
１
点
と
学
校
賞
７
校
が
決
定

し
ま
し
た
。

　
入
賞
者
に
は
、
各
地
域
セ
ン

タ
ー
を
通
じ
て
表
彰
状
と
副
賞
、

ま
た
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
が

贈
ら
れ
ま
す
。

たくさんのご応募ありがとうございます！

【
小
学
校
１
・
２
年
生
の
部
】

柳や
な
ぎ

谷や

　
咲さ

希き

（
滝
沢
市
立
鵜
飼
小
学
校
2
年
）

【
小
学
校
５
・
６
年
生
の
部
】

志し

田だ

　
菜な

な々

美み

（
二
戸
市
立
御
返
地
小
学
校
6
年
）

【
小
学
校
３
・
４
年
生
の
部
】

遠え
ん

藤ど
う

　
美み

佑う

（
二
戸
市
立
石
切
所
小
学
校
4
年
）

【
中
学
校
・
条
幅
の
部
】　
川か

わ

上か
み

　
花は

琉る

（
滝
沢
市
立
滝
沢
中
学
校
3
年
）

【
中
学
校
・
半
紙
の
部
】

北き
た

方か
た

　
美み

緒お

（
盛
岡
市
立
北
松
園
中
学
校
3
年
）

●期間／平成29年1月6日（金）～13日（金）
●時間／午前9時～午後6時まで
　（6日は午前11時から、13日は午後3時まで）
●場所／（株）テレビ岩手1階ギャラリー
　〒020-0023  岩手県盛岡市内丸2-10
　（盛岡市役所となり）　
　TEL：019（624）1166

●展示作品（入賞作品221点)
　・最優秀賞…5点 ・優秀賞…25点
　・優良賞…40点 ・入選…151点
●主催／NOSAI岩手、農業共済新聞岩手支局
●後援／岩手県、岩手県議会、岩手県教育委員会、
　NOSAI全国（全国農業共済協会）、
　農林漁業信用基金

最
優
秀
賞
作
品  

■
岩
手
県
知
事
賞

（
滝
沢
市
立
鵜
飼
小
学
校

年
）

（
二
戸
市
立
石
切
所
小
学
校

年
）

（
二
戸
市
立
御
返
地
小
学
校

年
）

（
盛
岡
市
立
北
松
園
中
学
校

年
）

川
上

花
琉

第26回NOSAI岩手書写コンクール  作品展示のご案内

入
賞
者
紹
介（
敬
称
略
）

※中部、胆江、磐井地域センター主催の書写コンクールの入賞作品は展示されません。
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持
っ
て
い
る
服
を
整
理
す
る

　
洋
服
代
を
節
約
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
自

分
が
い
ま
持
っ
て
い
る
服
を
把
握
し
、
整
理
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
似

た
よ
う
な
服
や
、
手
持
ち
の
も
の
と
合
わ
せ
に

く
い
服
を
買
っ
て
し
ま
う
、
と
い
っ
た
失
敗
を

避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
年
間
着
な
い
服

は
そ
の
後
も
着
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の

で
、
処
分
し
た
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　
整
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
持
っ
て
い
る
洋
服
を

一
目
瞭
然
に
す
る
こ
と
。
私
は
引
き
出
し
を
箱

で
仕
切
り
、
下
着
類
は
畳
ん
で
種
類
別
に
立
て

て
収
納
し
て
い
ま
す
。
ま
た
外
出
用
の
Ｔ
シ
ャ

ツ
や
ニ
ッ
ト
は
、シ
ャ
ツ
類
と
同
様
に
ハ
ン
ガ
ー

に
か
け
て
お
く
と
、
見
や
す
い
も
の
で
す
。

長
く
大
切
に
着
る
も
の
を
買
う

　
シ
ー
ズ
ン
ご
と
に
流
行
の
洋
服
が
欲
し
い
方

は
別
で
す
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
本
当
に
気

に
入
っ
た
も
の
、
素
材
の
質
が
良
い
も
の
、
シ

ン
プ
ル
な
も
の
を
買
う
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
そ
の
ほ
う
が
長
く
大
切
に
着
る
の
で
、
購

入
価
格
が
多
少
高
く
て
も
最
終
的
に
お
得
で

す
。「
安
い
か
ら
」「
た
ぶ
ん
着
る
か
も
」
と
い

う
理
由
で
買
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
長
く
着
る
た
め
に
は
洗
濯
な
ど
の
日

常
の
手
入
れ
は
こ
ま
め
に
。
自
分
で
洗
え
る
も

の
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
さ
ず
に
家
で
洗
う
と
、

節
約
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
一
方
、成
長
の
早
い
子
供
の
洋
服
は
「
１
シ
ー

ズ
ン
だ
け
着
用
」
と
割
り
切
っ
て
、
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
上
手
に
利
用
す
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

23年前から消費生活アドバイザーとして活動。
専門分野は社会保障。公益社団法人日本消
費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協
会会員、岩手県生活問題研究会会員。

横藤崇子（よこふじたかこ）

　
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
、日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
実
践
で
き
る「
節
約
術
」を
紹
介
し
ま

す
。お
答
え
い
た
だ
く
の
は
、盛
岡
市
の
消
費

生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー・横
藤
崇
子
さ
ん
で
す
。

9

洋
服
代
の
節
約
術

①29年
②果樹園３５０㌃
③庭づくり、旅行
④もともと木を剪定することが好きで果樹園を始めま
した。自分の時間を使って庭に池を作り鯉を飼っ
たり、松の木を定植したりと趣味を楽しんでいます。
近年の農業は後継者不足に悩まされていますが、
農業に限らず「地域の後継者」を育てていくことも
大切だと思います。

①20年
②花き（シクラメン）３０品種、ハウス２棟（２００坪）、
　水稲５３０㌃
③花づくり
④シクラメンの鉢花を生産しています。出荷時の最後
の仕上げとして、花を中央に寄せ、葉をなでる作業
が大変ですが、お客さんに喜んでもらえたときが一
番の励みになります。共済部長として、地域のみな
さんと密に連絡を取り合いながら、NOSAIと組合
員の太いパイプ役となっていきたいです。

菊き

く

ち池 

徳の

り

と人
さ
ん（
58
）

山や
ま

崎ざ
き 

時と
き

男お

さ
ん（
77
）

北
上
市
　
飯い
い
と
よ豊
地
区

宮
古
市
　
崎さ

き
や
ま山
地
区

①共済部長歴  ②経営内容  ③趣味  ④一言
県内の頼れる共済部長さんを紹介しますNOSAIの輪

12

農
政     

前
線

酪
農
生
産
基
盤
の
立
て
直
し
を
急
げ

最

バ
タ
ー
輸
入
量
過
去
最
大
に

　
農
林
水
産
省
は
新
た
に
バ
タ
ー
４
千
㌧
の

追
加
輸
入
を
決
定
し
た
。
年
末
の
需
要
期
の

必
要
量
は
確
保
さ
れ
る
見
込
み
だ
が
、
猛

暑
や
８
月
中
旬
以
降
の
相
次
ぐ
台
風
襲
来

に
よ
る
生
乳
生
産
へ
の
影
響
な
ど
を
考
慮

し
、
安
定
供
給
に
万
全
を
期
す
の
が
目
的
。

２
０
１
６
年
度
の
追
加
輸
入
は
今
回
が
２

回
目
で
、
カ
レ
ン
ト
ア
ク
セ
ス
（
最
低
輸

入
機
会
＝
Ｃ
Ａ
）
を
含
め
た
総
輸
入
量
は

１
万
７
千
㌧
と
過
去
最
大
を
更
新
し
た
。
国

産
を
軸
と
し
た
牛
乳
・
乳
製
品
の
安
定
供
給

の
確
立
に
向
け
、
生
乳
生
産
基
盤
の
立
て
直

し
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

年
末
の
供
給
量
「
十
分
」
も

来
年
度
以
降
の
需
給
に
ら
む

　
年
度
内
に
２
回
の
追
加
輸
入
は
バ
タ
ー
不

足
問
題
が
顕
在
化
し
た
14
年
度
以
来
２
年
ぶ

り
。

　
Ｊ
ミ
ル
ク
の
需
給
見
通
し
に
よ
る
と
、
16
年

度
の
全
国
の
生
乳
生
産
量
は
前
年
度
実
績
比

０・８
％
減
の
７
３
５
万
１
千
㌧
と
な
る
見
込

み
。
た
だ
、
Ｃ
Ａ
分
（
７
千
㌧
）
と
５
月
に
決

定
し
た
追
加
輸
入
（
６
千
㌧
）
を
加
え
る
と
、

16
年
度
末
の
バ
タ
ー
在
庫
量
は
前
年
同
期
比

11
・
４
％
増
の
２
万
４
６
０
０
㌧
で
、「
年
度
末

に
向
け
需
給
に
大
き
な
混
乱
は
な
い
」（
Ｊ
ミ

ル
ク
）
見
通
し
だ
。

　
一
方
、
相
次
ぐ
台
風
襲
来
で
北
海
道
の
生

産
量
が
前
回
（
７
月
）
予
測
を
下
回
っ
た
こ
と

な
ど
を
踏
ま
え
、
同
省
は
「
よ
り
生
乳
生
産

量
が
減
少
し
、
バ
タ
ー
の
消
費
量
が
伸
び
る
」

と
の
仮
定
を
元
に
追
加
輸
入
を
決
定
し
た
。

具
体
的
に
は
、
年
度
末
在
庫
量
は
前
年
同
期

比
９・５
％
減
の
２
万
㌧
に
落
ち
込
む
と
試
算
。

17
年
度
以
降
の
需
給
安
定
に
は
、
安
定
供
給

が
確
保
さ
れ
て
い
た
13
年
度
の
期
首
在
庫
量

（
２
万
４
千
㌧
）
ま
で
積
み
増
す
。
な
お
、

４
千
㌧
は
年
明
け
か
ら
２
月
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン

需
要
期
に
か
け
て
輸
入
さ
れ
る
見
通
し
だ
。

輸
入
在
庫
増
で
過
剰
感
も

　
最
需
要
期
の
12
月
の
供
給
量
は
、
台
風
な

ど
の
懸
念
材
料
を
加
味
し
て
も
「
十
分
に
確

保
さ
れ
る
」（
農
林
水
産
省
）。
そ
の
た
め
、
今

回
の
追
加
輸
入
は
、
政
府
の
規
制
改
革
推
進

会
議
に
よ
る
指
定
生
乳
生
産
者
団
体
制
度
の

抜
本
的
な
見
直
し
議
論
と
、
バ
タ
ー
不
足
問

題
を
切
り
離
す
の
が
ね
ら
い
で
は
、
と
の
見
方

も
出
て
い
る
。

　
た
だ
、
実
需
者
の
国
産
需
要
が
強
く
、
流

通
関
係
者
な
ど
か
ら
は「
こ
れ
以
上
の
輸
入
は
、

輸
入
在
庫
を
だ
ぶ
つ
か
せ
る
だ
け
」
と
の
指
摘

も
挙
が
っ
て
お
り
、
今
後
の
国
内
の
牛
乳
・
乳

製
品
需
給
へ
の
影
響
な
ど
を
注
視
す
る
必
要

が
あ
る
。

現
場
直
視
の
基
盤
強
化
策
を

　
台
風
が
襲
来
し
た
北
海
道
な
ど
で
は
現

在
、
酪
農
家
が
生
乳
生
産
の
維
持
・
回
復
に

全
力
を
挙
げ
て
い
る
。
需
給
安
定
に
万
全
を

期
す
こ
と
が
理
由
と
し
て
も
、
今
回
の
追
加

輸
入
が
、
現
場
の
増
産
意
欲
に
悪
影
響
を
与

え
な
い
よ
う
配
慮
が
不
可
欠
だ
。

　
昨
今
の
バ
タ
ー
不
足
問
題
は
、
離
農
の
拡

大
や
乳
牛
の
飼
養
頭
数
の
減
少
に
伴
う
生
産

基
盤
の
弱
体
化
の
現
れ
だ
。
酪
農
経
営
は
乳

価
の
上
昇
な
ど
で
改
善
し
つ
つ
あ
る
が
、
高

齢
化
や
人
手
不
足
な
ど
は
深
刻
化
し
て
お

り
、
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
や
指

定
生
乳
生
産
者
団
体
制
度
の
見
直
し
な
ど
先

行
き
不
安
も
非
常
に
大
き
い
。
現
場
の
実
情

を
直
視
し
た
基
盤
強
化
策
の
充
実
を
急
ぐ
必

要
が
あ
る
。

　（
農
業
共
済
新
聞
編
集
室
）

　「将来は食品の開発に携わ
る仕事を目指しています」と
話すのは、大学院でしょうゆ
の香り成分を研究している
北川莉帆さんです。
　料理に合わせて３種類の
しょうゆを使い分けている
莉帆さん。「日本に昔からあ
るしょうゆの良さを、若い
世代にも知ってほしいです」
と、一日中研究に没頭するこ
ともあるそうです。
　写真撮影が趣味の莉帆さ
んは「その場では確認できな
いですが、現像を待っている
時のワクワク感が好きです」
と、愛用のフィルムカメラを
手に、休日には市内を散策し
ています。

大好き野菜料理莉帆さんの

●けんちん汁
●豆腐ギョーザ

な
でし
こ

私
も
農
家
の

サ
ポ
ー
タ
ー

北き
た

川が
わ

莉り

帆ほ

さ
ん（
23
）

盛
岡
市
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＊
コ
メ
農
家
の
我
が
家
。

今
年
は
台
風
な
ど
か
な
り

心
配
し
ま
し
た
が
、
無
事

稲
刈
り
を
む
か
え
ま
し
た
。

と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と

と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

【
滝
沢
市
　
K
さ
ん
】

＊
旬
だ
よ
り
で
紹
介
さ
れ

た
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン「
そ
ば
処
も
ち
た
家
」
に
て「
天

ぷ
ら
そ
ば
」
を
食
し
て
来
ま
し
た
。
コ
シ
の
あ
る
そ
ば

に
自
家
製
つ
ゆ
が
か
ら
み
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で

す
！！ 

【
花
巻
市
　
A
さ
ん
】

＊「
旅
行
・
レ
ジ
ャ
ー
費
の
節
約
術
」
の
記
事
は
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
出
掛
け
る
事
が
好
き
で
す
が
、
介
護

等
で
時
間
が
と
れ
な
い
日
々
の
中
で
、
チ
ャ
ン
ス
が

あ
っ
た
ら
色
々
な
所
へ
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
ま

す
。 

【
一
関
市
　
F
さ
ん
】

＊
今
年
は
小
さ
い
ハ
ウ
ス
に
ビ
ニ
ー
ル
を
か
け
て
ス
イ

カ
、
メ
ロ
ン
、
ト
マ
ト
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
ナ
ス
、
ピ
ー

マ
ン
を
作
っ
て
い
ま
す
。
高
温
の
た
め
か
水
不
足
か
、

と
う
も
ろ
こ
し
は
不
良
品
ば
か
り
。
味
は
良
か
っ
た
で

す
が
、
何
を
し
て
も
難
し
い
で
す
。

 

【
一
関
市
　
M
さ
ん
】

＊
報
道
さ
れ
る
台
風
被
害
の
田
畑
、
収
穫
目
前
に
し
て

の
水
害
、
心
が
痛
み
ま
す
。 

【
遠
野
市
　
K
さ
ん
】

＊「
減
ら
な
い
農
作
業
死
亡
事
故
」年
が
年
な
の
で
、
ヒ

ヤ
ッ
と
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
気
を
つ
け
て

作
業
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

【
宮
古
市
　
Y
さ
ん
】

＊
椿
茶
の
記
事
が
載
っ
て
い
ま
し
た
が
、
油
を
取
る
事

は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
お
茶
に
し
て
飲
め
る
な
ん
て

す
ご
い
で
す
ね
。
家
に
も
椿
が
２
本
植
え
て
あ
り
ま

す
。
花
を
見
る
だ
け
。 

【
洋
野
町
　
S
さ
ん
】

【課題】
現代の農業・農村・農民をテーマに、その現実や明るく
楽しい事象、災害などをとらえたもの。

【締め切り】
平成29年２月２８日（火）、当日消印有効。

【賞】
最優秀賞１点（賞金１０万円と盾）、金賞１点（賞金５万円
と盾）、銀賞２点（賞金３万円と盾）、銅賞４点（賞金１万
円と盾）、佳作２０点（記念品）

【応募先】
〒102-8411 東京都千代田区一番町19番地
全国農業共済協会「写真コンテスト」Ｈ係
TEL：03-3263-6413

【発表】
農業共済新聞紙上（農業共済新聞ホームページでも発表
される予定です）

【応募方法】
サイズは原則としてキャビネ判以上。白黒、カラーいず
れでもよく、応募点数は制限しません。ただし、組み写
真は１点６枚以内とします。

【応募上の注意】
１．未発表の作品に限ります（ただし、農業共済新聞、
月刊ＮＯＳＡＩなど関係出版物で発表、掲載したも
のは構いません）。

２．作品の裏に画題、住所、氏名（ふりがな）、電話番号、
撮影年月日、撮影地、カメラ、絞り値、シャッタースピー
ドを明記した応募票を添付してください。応募票は
農業共済新聞のホームページ（http://www.nosai.
or.jp/shinbun.php）からダウンロードすることも
できます。

３．デジタル作品の場合はカメラで撮ったままの状態と
し、加工した作品は応募できません。

４．応募作品は返却しません。

※申し込みの際にいただいた個人情報（住所・氏名）については、
表彰の連絡や賞金等の発送に関する業務に利用し、ほかの目的
に利用することはありません。また、個人情報が外部に漏れるこ
とがないように大切に保管します。入賞作品は、ＮＯＳＡＩホーム
ページ、農業共済団体の広報紙等及び本会が発行する新聞、雑
誌等で使用することがあります。

全国農業共済協会（ＮＯＳＡＩ全国）では、
第４１回「新・日本の農村」写真コンテストを
下記の要領で開催します。
ぜひ、ご応募ください。

第４１回「新・日本の農村」

写真コンテスト開催
作品
募集中
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共
済
掛
金
は

口
座
振
替
で

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
現
金
納
入
に

か
か
る
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
、
共
済
掛
金
等
の
納
入
に
つ

い
て
「
口
座
振
替
」
の
利
用
を
勧

め
て
お
り
ま
す
。

　
現
金
ま
た
は
振
込
で
納
入
し
た

場
合
、
組
合
よ
り
加
入
内
容
等
の

確
認
の
通
知
が
届
く
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
適
切
に
ご
回
答
く

だ
さ
い
。

こ
ん
な
時
は

早
め
の
連
絡
を

■
風
水
害
、
干
害
な
ど
の
自
然
災

害
ほ
か
、
火
災
、
病
虫
害
、
鳥

獣
害
の
被
害
を
確
認
し
た
と
き

・
農
作
物
共
済

・
果
樹
共
済

・
畑
作
物
共
済

※
災
害
の
発
生
状
況
の
確
認
を
行

い
ま
す
の
で
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
ハ
ウ
ス
事
故
、
建
物
の
物
件
や

農
機
具
の
機
種
に
変
更
や
事
故

が
あ
っ
た
と
き

　
報
告
が
遅
れ
ま
す
と
共
済
金
が

支
払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
名
義
の
変
更

　
経
営
移
譲
し
た
場
合
、
組
合
員

が
死
亡
し
た
場
合
、
住
所
を
変
更

し
た
場
合
な
ど
は
届
け
出
が
必
要

で
す
。
届
け
出
の
際
は
金
融
機
関

に
登
録
し
て
い
る
印
鑑
も
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

補
償
を
よ
り
充
実

　
園
芸
施
設
共
済
、
農
機
具
共
済

で
は
、
加
入
者
の
選
択
で
補
償
を
よ

り
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
園
芸
施
設
共
済

　
制
度
改
正
に
よ
り
、
パ
イ
プ
本

体
の
撤
去
費
用
と
復
旧
費
用
の
補

償
も
選
択
に
よ
っ
て
加
入
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
農
機
具
共
済

　
「
付
保
割
合
条
件
付
実
損
て
ん

補
特
約
」
を
付
け
る
と
、
中
古
で

購
入
し
た
農
機
具
や
新
調
達
価
額

が
２
千
万
円
を
超
え
る
農
機
具
も

加
入
で
き
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
補

償
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

「
農
業
共
済
新
聞
」
を

読
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　
営
農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報

を
提
供
す
る
週
刊
紙
で
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
や
農
政
の

ニ
ュ
ー
ス
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

す
る
ほ
か
、
最
新
営
農
技
術
や
全

国
各
地
の
生
産
者
の
創
意
工
夫
な

ど
を
紹
介
。
「
岩
手
版
」
で
は
県

内
の
生
産
者
の
活
動
な
ど
身
近
な

話
題
が
満
載
で
す
。

□
発
　
行
　
週
１
回
（
水
曜
日
）

□
購
読
料
　
月
額
4
2
0
円

地
域
の
話
題

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　
広
報
紙
（
年
６
回
）
、
農
業
共

済
新
聞
（
月
４
回
）
で
地
域
の
話

題
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
に
関
す
る
身
近
な
話
題
を

ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、お
近
く
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

NOSAIか ら の お 知 ら せ

?家畜共済：ご加入の皆さまには、家畜の〇〇報告をお願い
します！〇〇にあてはまる文字は何でしょうか？

（ヒント：１０ページ参照）

① 入籍　 ② 決算　 ③ 異動

　５人の子供たちは仲良しのいとこ同士。みん
なスポーツに吹奏楽にとクラブ活動をがんばっ
ています。
　撮影中もずっとにぎやかだった子供たちは、
シャッター時の掛け声の「ピーマン、ピー！」も
大きな声で言ってくれました。
　祖父の敏美さんは「みんな元気に仲良く育っ
てほしい。一緒に野菜作りができたらいいです
ね」と話してくれました。

阿部まつりさん（13歳・中）柊
と う

士
じ

くん（8
歳・右下）

谷
や

地
ち

春
は る

香
か

さん（15歳・左上）正
しょう

太
た

くん（14

歳・右上）蓮
れ ん

軌
き

くん（8歳・左下）

●応募方法
ハガキに必要事項をご記入の上、ご応募ください。正解者の中から抽選で10
名に図書カードをプレゼントします。当選者は次号で発表します。
●応募締切　平成２８年12月9日（当日消印有効）
●応 募 先　〒020-0857　盛岡市北飯岡一丁目10-50
　　　　　　  NOSAIいわて「クイズ」係
●記　　入
①答え　②郵便番号　③住所　④氏名　⑤年齢　⑥電話番号
⑦NOSAIや広報紙への意見・感想・質問などご自由にお書きください。(氏名
を省略し本紙に掲載させていただく場合がございます)
※応募によって得られた個人情報は、賞品の発送と広報紙作成の参考意見とす
る以外の目的に利用しません。

【9月号の答え】 「②２０」でした。たくさんのご応募ありがとうございました。
【9月号の当選者】 角掛宰子さん（滝沢市）、藤原道雄さん（花巻市）、
佐藤美佐子さん（花巻市）、菊地寿子さん（奥州市）、石川奈未さん（奥州市）、
松山恵子さん（一関市）、阿部裕子さん（一関市）、杉山政雄さん（大船渡市）、
芳賀昭義さん（山田町）、千葉エイ子さん（軽米町）

問 題 Q u e s t i o n
N IS イO クA ズ

花巻市太田 阿部敏美さん、厚子さんの孫

まつりさん、柊士くんのいとこ

と う じ

今
月
の
表
紙
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マイタケ・生シイタケ
 合わせて100g

えび 
6尾

水 
250cc

調味料（鶏がらスープ
の素小さじ2、しょう

ゆ大さじ1と1/2、砂糖
大さじ1、酒大さじ1）

片栗粉 
大さじ1と1/2

卵 
4個

塩 
少々

サラダ油 
大さじ2

ご飯 
2膳

材料(２人分)

き
の
こ
た
っ
ぷ
り

天
津
飯

寒
く
な
り
か
け
の
季
節
に

免
疫
力
ア
ッ
プ

シニア野菜ソムリエ

小原　薫
（おはら　かおる）

盛岡市生まれ。ＩＢＣラ
ジオ「野菜の気持ち」
のパーソナリティーを

務め、各地で料理指導やレストランのレシ
ピ開発、食に関する講演会も行う。農業共
済新聞「岩手版」でレシピ連載中。

❶
マ
イ
タ
ケ
は
手
で
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
裂

き
、
生
シ
イ
タ
ケ
は
石
づ
き
を
取
り
、
傘
は
細

切
り
、
軸
は
手
で
細
く
裂
く
。
え
び
は
殻
と
背

わ
た
を
取
り
、
よ
く
洗
っ
て
水
分
を
拭
く
。

❷
鍋
に
水
と
調
味
料
を
入
れ
、
❶
を
加
え
煮

て
、
え
び
に
火
が
通
っ
た
ら
、
片
栗
粉
を
同
量

の
水
で
溶
い
て
加
え
、
と
ろ
み
を
つ
け
る
。

❸
一
人
分
卵
2
個
を
割
り
ほ
ぐ
し
、
塩
少
々
を

加
え
、
サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ
1
を
敷
い
た
フ
ラ
イ

パ
ン
で
、
箸
で
大
き
く
か
き
混
ぜ
る
よ
う
に
し

な
が
ら
、半
熟
状
の
卵
焼
き
に
し
て
、皿
に
盛
っ

た
ご
飯
の
上
に
の
せ
、
❷
の
半
量
を
か
け
る
。

　
生
シ
イ
タ
ケ
の
軸
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
硬
く

て
食
べ
に
く
い
で
す
が
、
縦
に
裂
い
て
使
え
ば

無
駄
な
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

作
り
方

ひ
と
手
間
ポ
イ
ン
ト

マイタケに含まれるβグルカンには、免疫力を高め
てくれたり、悪性腫瘍の増殖を防ぐ働きも見つかっ
ています。加熱しても壊れることが無いので、汁ご
といただくメニューにも最適です。

マイタケ

〒020‒0053 盛岡市上太田細田28‒8
TEL：019‒659‒3905

●盛岡・紫波支所
〒028‒3605 矢巾町大字間野々3‒160
TEL：019‒697‒3109

●北岩手支所
〒028‒4125 盛岡市好摩字上山3‒38
TEL：019‒682‒2661

盛岡地域センター

〒025‒0025 花巻市下根子821
フリーダイヤル 0120-28-5201

●西和賀出張所
〒029‒5503 西和賀町清水ヶ野18‒203
TEL：0197‒84‒2133

中部地域センター

〒029‒0132 一関市滝沢字矢ノ目沢65‒60
TEL：0191‒23‒3072

磐井地域センター

〒028‒6506 九戸村大字山屋2‒25‒1
TEL：0195‒41‒1101

北部地域センター

〒020‒0857 盛岡市北飯岡一丁目10‒50
TEL：019-601-7491

本所
〒023‒0023 奥州市水沢区字八反町52-1
TEL：0197‒25‒6631

胆江地域センター
〒027‒0203 宮古市津軽石13‒488‒1
TEL：0193‒67‒2231

●下閉伊北部出張所
〒027‒0501 岩泉町岩泉字天間17‒1
TEL：0194‒22‒2643

宮古地域センター

〒028‒0542 遠野市早瀬町2‒4‒13
TEL：0198‒62‒2556

●気仙支所
〒022‒0006 大船渡市立根町字岩脇1‒3
TEL：0192‒27‒5521

●釜石出張所
〒026‒0301 釜石市鵜住居町10‒30‒1
（旧釜石北高校跡地仮設事務所）
TEL：090‒4634‒5557

東南部地域センター

発
行
  岩
手
県
農
業
共
済
組
合
  発
行
日
  平
成
28
年
11
月
15
日
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